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研究成果の概要（和文）：本研究では，学業場面で経験する感情と学習方略使用の相互関係について検討した。
小学生を対象とした縦断調査の結果，授業中に楽しさを経験すると意味の理解を指向した学習が促されるのに対
し，不安や退屈を経験すると意味理解を伴わない丸暗記が助長されてしまうことが示された。また，意味理解を
目指した学習をすることで，学習を楽しいと感じ，不安や退屈といった感情は経験しにくくなるなど，感情は学
習方略の規定要因になりうるとともに，学習方略もまた感情に影響を与えることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined reciprocal relations between students’ achievement 
emotions and learning strategies. Results of the cross-lagged panel model indicated that “
enjoyment” positively predicted the use of deep-processing strategies and negatively predicted the 
use of surface-processing strategies. In addition, “anxiety” and “boredom” positively predicted 
the use of surface-processing strategies. Results also indicated that the use of deep-processing 
strategies positively predicted “joy” and negatively predicted “boredom.” and “anxiety”. These
 results suggest that emotions can be antecedents of students’ learning strategies and that the 
development of emotion differs depending on strategy use.

研究分野：教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
統制-価値理論では，学業場面で経験する感情が学習方略に影響を与えること，また，どのような方略で学習す
るかによって経験される感情も異なることが想定されているものの，このような相互関係は実証的に検討されて
こなかった。そのため，感情と学習方略使用の相互関係を実証的に示したという点で本研究には学術的意義があ
る。また，学習者の感情に働きかけることで適切な学習方略の使用を促進できる可能性や，適切な方略で学習す
るよう指導することでポジティブ感情が増加し，ネガティブ感情が低下する可能性が示されるなど，情動面に対
する支援と学習方略指導の重要性について新たな視点をもたらしたという点で，本研究には社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
学習方略は学業達成を規定する重要な要因であり（e.g., Murayama et al., 2013），学校現場
では学習内容を習得させるだけでなく，どのように学習するかという「学び方（学習方略）」に
ついても指導することが求められている（中央教育審議会, 2016）。そのため，学習方略の使用
に影響を与える要因を明らかにするとともに，効果的な学習方略の使用を促進するための方策
について知見を得ることは重要な課題である。教育心理学分野では，自己調整学習というテーマ
を中心に学習方略に関する研究が行われ（e.g., Zimmerman & Schunk, 2001），学習者の領域知
識（Moos & Azevedo, 2008）や認識論的信念（Muis, 2007），学習観（植木, 2002）などの認知
的要因が，学習方略の使用に影響を与えることが示されてきた。 
 しかし，学習者がどのような信念や価値観を有しているかという認知的要因が重視されてき
た一方で，学習者の感情にはあまり注意が向けられてこなかった（Meyer & Turner, 2007）。こ
うした中で近年，感情の重要性が再認識され，実証研究も蓄積されてきている。たとえば Pekrun 
et al. (2017) は，同一の児童生徒を対象に 5年間に渡る縦断調査を行い，知能指数や家庭の
社会経済的地位を統制しても，ポジティブ感情は学業成績に正の影響，ネガティブ感情は負の影
響を与えることを示している。したがって，効果的な学習方略の使用，ひいては学力向上を促す
ための方策を明らかにするためには，学習者が抱く感情にも着目する必要がある。 
学業場面で経験される感情について，Pekrun（2006）は達成関連感情という枠組みで整理して
いる。達成関連感情（achievement emotion）とは，授業やテストなどの達成活動や，テスト結
果などの達成結果と関連する感情のことを指し，誘意性（快-不快）と活性化（活性化-不活性化），
焦点（活動-結果）の 3つの軸で分類される。たとえば，「楽しさ」は活動に焦点が当たったポジ
ティブ感情であり，活動を活性化させる。一方で，「退屈」は活動に焦点が当たったネガティブ
感情であり，活動を不活性化させ，「不安」は結果に焦点の当たったネガティブ感情であり，活
動を活性化させる。 
達成関連感情に関する統制-価値理論（control-value theory; Pekrun, 2006）では，達成関
連感情が学習方略や学業成績に影響を与えることが想定されている。しかし，感情と学習方略使
用の関連に関する先行研究の課題としては，大きく 2つのことが指摘できる。1つめに，児童が
経験する感情を測定するための尺度が限定的であったことを背景に，教育場面における児童の
感情に焦点を当てた研究は非常に少ない（Lichtenfeld et al., 2012）。2つめに，感情と学習
方略使用の関連について検討した研究の多くは横断調査によるものである。縦断調査を行った
研究も散見されるが（Ahmed et al., 2013; Ranellucci et al., 2015; Suzuki & Akasaka, 
2018)，これらの研究の対象となったのは中学生以上である。さらに，特に重要な問題として，
これらの研究では，個人内の共変関係や，方略使用に対する感情の効果のみに着目しており，達
成関連感情と学習方略使用の相互関係については検討していない。達成関連感情と方略使用の
間には，感情から方略使用への影響だけでなく，方略使用から感情への影響もあることが想定さ
れているため，2つの変数間の関係を明らかにするためには，縦断調査を行い，双方向的な関係
について分析する必要がある。また，縦断調査を行うことには，より因果に踏み込んだ検証が可
能になるという点でも意義がある。 
 
２．研究の目的 
(1) 児童用達成関連感情尺度の作成 
 児童が学業場面で経験する感情を測定するための尺度が限定的であったことを背景に，児童
が経験する感情の規定因や，感情の効果に関する研究知見は，あまり蓄積されてこなかった。そ
こで，児童の達成関連感情を測定する尺度である Achievement Emotions Questionnaire-
Elementary School（AEQ-ES; Lichtenfeld et al., 2012）の日本語版を作成する。AEQ-ES は，
「楽しさ」と「不安」「退屈」という，達成場面において特に重要な 3つの達成関連感情を測定
するものである。3つの達成関連感情は，達成場面において頻繁に経験されることに加えて，活
動に関連する感情（楽しさと退屈さ）と結果に関連する感情（不安），快感情（楽しさ）と不快
感情（退屈さと不安），活性化させる感情（楽しさと不安）と不活性化させる感情（退屈さ）と
いったように，タキソノミーの主要な次元を代表する感情でもある（Lichtenfeld et al., 2012）。
また，授業には楽しく参加している学習者が必ずしもテストを楽しいとは感じないなど，場面に
よって達成関連感情は異なる。そのため AEQ-ES では，異なる場面で経験する感情を区別し，授
業と宿題，テストの 3つの場面に分けて達成関連感情の測定を行っている。 
 
(2) 達成関連感情と学習方略使用の相互関係の検討 
統制-価値理論ではフィードバックループ（feedback loop）という現象が想定されている。こ
れは，達成関連感情が学習方略の使用に影響し，方略使用によって学業成績が影響を受け，さら
に，学業成績の結果から成功や失敗を認知することで，その後の達成関連感情が影響を受けると
いう，相互的な関係を指す（Pekrun, 2006）。実際に，フィードバックループを支持する知見も
いくつか得られている（Forsblom et al., 2022; Lichtenfeld et al., 2022; Pekrun et al., 
2017; Putwain et al., 2018）。フィードバックループに関して，達成関連感情と学習方略使用



の相互関係については実証的に検討されていないものの，学業成績と達成関連感情の間に相互
関係があることから（Pekrun et al., 2017），達成関連感情から影響を受け，かつ学業成績に影
響を与える方略使用についても，達成関連感情と相互関係を示す可能性は十分に考えられる。そ
こで，達成関連感情と学習方略使用の相互関係について検討する。 
 
(3) 教師のサポートによる調整効果の検討 
 授業場面における感情と学習方略使用の関連は，教師の指導やサポートによって異なる可能
性がある。たとえば，授業中に退屈になったとしても，教師が児童の感情に対処したり，授業内
容に興味を持てるように支援したりすることで，方略使用に対する「退屈」の影響は調整される
可能性がある。そこで，教師のサポートによる調整効果を検討することを目的とする。  
 
３．研究の方法 
研究 1 
 研究 1 では，AEQ-ES の日本語版作成を目的とした。日本語版作成にあたり，原著者から承諾
を得た後，翻訳を行った。次に，中学校での英語教師経験のある大学院生が翻訳を確認した。最
後に，英文校閲会社にバックトランスレーションを依頼した。これらの手続きを経て作成した項
目を用いて，小学校 4年生～6年生 1,195 名を対象に質問紙調査を実施した。 
 
研究 2 
研究 2 では，算数と国語の授業場面における達成関連感情と学習方略の相互関係の検討を目
的に，小学校 5年生～6年生 111 名を対象とする 2時点の質問紙調査を行った。学習方略につい
ては，授業内容の理解を目的とする深い処理の方略と，授業内容を理解しようとはせず，単純な
リハーサルを中心とする浅い処理の方略に着目した。 
 
研究 3 
 研究 3では，状態的な達成関連感情と方略使用の関係について検討するために，小学校 4年生
1学級を対象に，算数の 1単元の授業を通して，授業中に経験した「楽しさ」と授業中に用いた
学習方略（深い処理の方略と浅い処理の方略）を，授業の終わりに毎回測定した（全 10回）。 
 
研究 4 
 研究 4では，達成関連感情と方略使用の関係が，教師のサポートによって調整されるかを検討
するために，小学校 4年生～6年生 332 名を対象に質問紙調査を実施した。 
 
４．研究成果 
研究 1 
 確認的因子分析を行い，ポジティブ感情とネガティブ感情の 2 因子からなるモデル（モデル
A），「楽しさ」と「不安」「退屈」の 3つの因子からなるモデル（モデル B），各場面の個別感情を
1次因子，場面に共通する感情を 2次因子とした階層モデル（モデル C）の 3つのモデルを比較
した（図 1）。分析の結果，階層モデルのデータに対する当てはまりが最も良好であり，先行研
究と同一の知見が確認された。また，学業場面ごとに 3つの感情間の相関係数を求めた結果，い
ずれの場面においても，「楽しさ」は「不安」および「退屈」と負の相関，「不安」と「退屈」は
正の相関を示した。さらに，3つの感情ごとに場面間の相関係数を求めた結果，どの場面の組み
合わせにおいても，同一の感情は正の相関を示した。これらの結果から，3つの学業場面が区別
されつつも，場面間で同一の感情が測定されていることが示唆された。 
 次に，日本語版 AEQ-ES と外的変数との相関について検討した。その結果，「楽しさ」は自己効
力感と課題価値の認知，内発的動機づけと正の相関，外発的動機づけと負の相関，「不安」と「退
屈」は自己効力感と課題価値の認知，内発的動機づけと負の相関，外発的動機づけと正の相関を
示すなど，統制-価値理論と整合的な結果が得られ，日本語版 AEQ-ES の妥当性の外的な側面の証
拠が示された。 
 
研究 2 
 交差遅延パネルモデルにより分析を行った結果，達成関連感情から方略使用への影響につい
て，「楽しさ」は深い処理の方略使用を促し，浅い処理の方略使用を抑制することが示された。
また国語では，「不安」は浅い処理の方略使用を促し，「退屈」は深い処理の方略使用を抑制し，
浅い処理の方略使用を促すことが示された。次に，方略使用から達成関連感情への影響について，
深い処理の方略使用が「退屈」を低下させることが示された。また国語では，深い処理の方略使
用が「楽しさ」を高め，「不安」を低下させることが示された。例として，「楽しさ」と学習方略
使用の分析結果を図 2に示す。 
以上の結果から，感情が学習方略の規定要因となりうること，また，意味理解を指向する方略
の使用はポジティブ感情を発達させ，ネガティブ感情を抑制することが示唆された。 
 



図 1 達成関連感情の因子モデル 
 

注 1）†p < .10, *p < .05, **p < .01 
注 2）値は標準化係数 
注 3）上段は算数，下段は国語の結果 

図 2 楽しさと学習方略の関連 
 
研究 3 
授業中に経験した「楽しさ」と方略使用の個人内での共変関係について，マルチレベル分析に
より検討した結果，楽しさを感じたときほど深い処理の方略使用が促進されることが示された。
一方で，浅い処理の方略とは関連がみられなかった。また，単元を通して楽しさを強く経験した
児童や，単元を通して深い処理の方略を使用していた児童ほど，単元テストの成績が高い傾向に
あった。 
研究 2が，たとえば「楽しさを経験している児童ほど，意味理解を志向した学習をする傾向に
ある」という児童の特性に着目したものであったのに対し，研究 3は，「ある児童は授業で楽し
さを経験したとき，（その児童はその授業で）意味理解を志向する傾向にある」という，児童個々
人の状態に着目したものである。児童の特性と状態のいずれに着目しても，感情が学習方略使用
と関連を持つという結果は，学業場面における感情の重要性を示す結果といえよう。 
 
研究 4 
 達成関連感情と学習方略使用の関連を，教師による情動的サポートと学業的サポートが調整
するかについて，マルチレベル分析によって検討した結果，教師によるサポートの調整効果はみ
られなかった。すなわち，達成関連感情と方略使用の関連は，教師のサポートからは影響を受け
ないことが示唆された。したがって，「不安」や「退屈」のネガティブな効果を抑制するような
調整変数については，さらなる検討が必要といえる。 
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